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【手続補正書】
【提出日】平成29年1月10日(2017.1.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　第２アレイ４０が接続されている第２昇圧回路４１は、直流リアクトル４２と、ダイオ
ード４３と、ＩＧＢＴ等からなるスイッチング素子Ｑｂ２とを備えており、第１昇圧回路
と同様、昇圧チョッパ回路を構成している。
　また、第２昇圧回路４１の入力側には、第２電圧センサ４４、第２電流センサ４５、及
び平滑化のためのコンデンサ４６が設けられている。第２電圧センサ４４は、第２アレイ
４０が出力し、第２昇圧回路４１に入力される直流電力の第２直流入力電圧検出値Ｖｇ.
２を検出し、制御部１２に出力する。第２電流センサ４５は、直流リアクトル４２に流れ
る電流である第２昇圧回路電流検出値Ｉｉｎ.２を検出し、制御部１２に出力する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
　本実施形態では、上述のように、平均化処理部３４が、直流入力電圧検出値Ｖｇ.１，
Ｖｇ.２の平均値及び昇圧回路電流検出値Ｉｉｎ.１，Ｉｉｎ.２の平均値を求め、制御処
理部３０は、これら値を用いて、両アレイ２，４０に対するＭＰＰＴ制御を行いつつ、両
昇圧回路１０，４１及びインバータ回路１１を制御するので、両アレイ２，４０による直
流電流が変動し不安定な場合にも、制御部１２は、両アレイ２，４０からの出力を直流入
力電圧検出値Ｖｇ.１，Ｖｇ.２の平均値、及び昇圧回路電流検出値Ｉｉｎ.１，Ｉｉｎ.２
の平均値として精度よく得ることができる。この結果、ＭＰＰＴ制御を好適に行うことが
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でき、電源効率が低下するのを効果的に抑制することができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０１】
　第１昇圧回路１０を昇圧回路電流目標値Ｉｉｎ.１＊に基づいて制御すると、インバー
タ出力電圧目標値Ｖｉｎｖ＊が第１直流入力電圧検出値Ｖｇ.１よりも低い期間では昇圧
を停止し、インバータ出力電圧目標値Ｖｉｎｖ＊が、第１直流入力電圧検出値Ｖｇ.１よ
りも高い期間では昇圧が行われる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１７】
　インバータ回路制御部３３が生成するインバータ回路用搬送波は、振幅中央が０ボルト
の三角波であり、その片側振幅が、昇圧回路電圧目標値Ｖｏ＊（コンデンサ２３の電圧目
標値）に設定されている。よって、インバータ回路用搬送波の振幅Ａ２は、第１直流入力
電圧検出値Ｖｇ.１の２倍（５００ボルト）の期間と、商用電力系統３の電圧の２倍（最
大５７６ボルト）の期間とを有している。
　また、周波数は、制御処理部３０による制御命令等によって、所定のデューティ比とな
るように、インバータ回路制御部３３によって設定される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４１】
　上記駆動波形に基づいた制御によって第２昇圧回路４１は、第２昇圧回路電流目標値Ｉ
ｉｎ.２＊に近似した電流波形を出力する。これによって、第２昇圧回路４１から出力さ
れる電力の最低電圧値が、第１直流入力電圧検出値Ｖｇ.１とほぼ一致するので（図９（
ｂ）参照）、第２昇圧回路４１から出力される電力の電圧値が、第１昇圧回路１０が出力
する電力の電圧値よりも大きく下回ることを防止できる。この結果、第２昇圧回路４１を
通じた第２アレイ４０からの電力供給が得られなくなる期間が生じるのを防止することが
でき、電源効率の低下を抑制することができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７９】
　また、式（７）に対応して、蓄電池電圧値Ｖｇは、蓄電池８１，８２の電圧のうちの最
大値を採用することができる。
　Ｖｇ＝Ｍａｘ（Ｖｇ.ｉ）　　　・・・（Ｒ７）
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